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イベント※カッコ内は対象者 時　　間 場　　所

22日

㈮

足寄小学校訪問 13：30～14：20 足寄小学校体育館

むすびれっじ訪問 14：30～15：00 むすびれっじ

ふれあいホーム訪問 14：30～15：00 ふれあいホーム

町認定こども園どんぐり訪問 15：10～15：55 町認定こども園どんぐり遊戯室

小学生ダンス教室　※要申込 16：20～17：20 総合体育館

23日

㈯

ボールパーク in あしょろ 10：00～16：00 里見が丘公園野球場周辺

ふれあいイベント（野球未経験者の小学生） 10：00～10：55 里見が丘公園陸上競技場

ふれあいイベント（未就学児童と保護者） 11：10～12：00 里見が丘公園陸上競技場

あしょろ体力測定 11：10～12：10 里見が丘公園陸上競技場

ストレッチ教室　※要申込 11：10～12：10 総合体育館

軟式野球交流試合 13：30～16：00 里見が丘公園野球場

24日

㈰

小学生野球教室（野球少年団員） 9：00～12：00 里見が丘公園野球場

肘検診（野球教室参加の５・６年生） 11：30～12：30 総合体育館

森本稀哲トークショー 13：30～15：00 総合体育館

足寄高等学校野球部足寄中学校野球部

足寄スラッガーズ

池
田
コ
ー
チ
始
動

　

㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
竹
田
憲
宗
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら

人
材
派
遣
さ
れ
た
池
田
剛
基
主
査
（
町

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）
が
、
足
寄

高
等
学
校
野
球
部
の
外
部
コ
ー
チ
と
し

て
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
同
校
野

球
部
を
主
と
し
て
、
足
寄
中
学
校
野
球

部
と
足
寄
小
学
校
野
球
少
年
団
「
足
寄

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
」
の
練
習
に
も
参
加
。

　

練
習
の
心
構
え
や
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を

指
導
し
て
い
る
池
田
主
査
は
「
た
く
さ

ん
質
問
を
し
て
、
上
手
に
コ
ー
チ
を
使

っ
て
ほ
し
い
。
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
く
」
と
子
ど
も
た
ち

に
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ラ
バ
ン

in

足
寄
町

外
の
方
を
対
象
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

楽
し
め
る
企
画
が
数
多
く
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
日
ハ
ム
で
活
躍
さ
れ
た
元
プ
ロ
野

球
選
手
で
野
球
解
説
者
の
森
本
稀ひ

ち
ょ
り哲
さ
ん

人
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

22

日
は
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
と
Ｂ
☆
Ｂ
、

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
が
町
内
施
設
を
訪
問

し
ま
す
。

　

23

日
は
「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
in
あ
し
ょ
ろ
」

と
し
て
、
飲
食
等
の
ブ
ー
ス
が
里
見
が
丘
公

園
野
球
場
周
辺
に
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
日
ハ

ム
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
軟
式

野
球
交
流
試
合
で
は
森
本
稀
哲
総
監
督
の
下
、

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
と
足
寄
選
抜
連
合
チ
ー

ム
の
「
足
寄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
と
管
内
軟
式

野
球
の
強
豪
チ
ー
ム
「
旭
山
倶
楽
部
」
が
対

戦
。
Ｂ
☆
Ｂ
や
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
も
野

球
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

24

日
は
森
本
さ
ん

を
特
別
コ
ー
チ
に
迎
え
、

野
球
少
年
団
員
を
対
象
と
し
た
小
学
生
野
球

が
来
町
す
る
ほ
か
、
日
ハ
ム
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
４

人
、
日
ハ
ム
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
Ｂ

☆
Ｂ
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
２

森
本　

稀
哲

（
も
り
も
と

　
　
　

ひ
ち
ょ
り
）

年
齢　

37

歳

経
歴　

帝
京
大
学
系
属
帝
京
高

等
学
校
（
第
80

回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
出
場
）

平
成
11

年
に
日
本
ハ
ム
（
現
北

海
道
日
本
ハ
ム
）
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
に
ド
ラ
フ
ト
４
位
で
入
団

「
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
」
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
」
「
日
本
シ
リ

ー
ズ
優
秀
選
手
賞
」
な
ど
の
賞

を
受
賞

現
在
は
野
球
解
説
者
や
評
論
家

と
し
て
幅
広
く
活
躍

教
室
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
森
本
さ
ん

に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
総
合
体
育

館
で
開
催
。
入
場
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

スポーツで足寄町を　盛り上げよう

※日程は変更になる場合があ

ります。申込方法について

はお問い合わせください。

詳　細

　教育委員会生涯学習担当

　　　　　☎２５－３１８８

開催決定！
15　
th

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ

ン
in

足
寄
町
」
（
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
協
定
事
業
実
行
委
員
会
主
催
）
は
、

北
海
道
に
誕
生
し
て
今
年
で
15

年
目
を
迎
え

る
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
日
ハ

ム
）
が
記
念
事
業
と
し
て
道
内
５
カ
所
で
の

開
催
を
企
画
し
、
平
成
29

年
３
月
に
締
結
し

た
㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
本

町
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
に
基
づ
き
、
開
町

１
１
０
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

６
月
22

日
か
ら
24

日
ま
で
の
３
日
間
で
行

わ
れ
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内

「
足
寄
町
開
町
１
１
０
年
記
念

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
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カマス挙げ大会男性の部で

優勝した近藤裕幸さん

カマス挙げ大会女性の部で優勝しインタビューに

答える今野孝子さん

初開催のコロッケおいしく食べる選手権丸太切り競争には男女合わせて15人が参加

つきたてのおもちも振る舞われました

足寄ジュニアブラスバンド 雌阿寒太鼓保存会

　

５
月
27

日
「
足
寄
町
開
町
１
１
０
年
記
念

第
37

回
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り
」
（
実
行

委
員
会
主
催
、
家
常
尚
詞
実
行
委
員
長
）
が

役
場
横
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
観
光
客
や
家

族
連
れ
な
ど
町
内
外
か
ら
３
５
０
０
人
が
訪

れ
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
焼
き
肉
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
足
寄
雌
阿
寒
太
鼓
保

存
会
が
登
場
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を
披

露
。
続
い
て
、
吹
奏
楽
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民

謡
な
ど
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
出
演

し
、
訪
れ
た
観
客
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
町
商
工
会
青
年
部
な
ど
に
よ

る
出
店
の
ほ
か
、
町
の
特
産
品
販
売
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
々
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大
会
に
は
、
町

内
外
か
ら
腕
自
慢
が
参
加
。
男
性
の
部
（
30

キ
ロ
）
に
は
20

人
。
女
性
の
部
（
20

キ
ロ
）

に
は
８
人
が
出
場
し
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
男
性
の
部
で
は
近
藤
裕
幸
さ
ん

が
、
女

性
の
部
で
は
今
野
孝
子
さ
ん

が
激
戦
の
中
、
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
初
開
催
の
コ
ロ
ッ
ケ
を

お
い
し
く
食
べ
る
選
手
権
で
は
、
15

名
の
参

加
が
あ
り
、
予
選
10

個
、
決
勝
20

個
の
コ
ロ

ッ
ケ
を
笑
顔
で
食
べ
き
っ
た
芽
室
町
の
河
南

勝
文
さ
ん

が
初
代
王
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
も
ち
ま
き
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

足寄町開町１１０年記念

第37回

足寄ふるさと
花まつり

足寄高等学校吹奏楽局 足寄中学校吹奏楽部

足寄ヒップホップダンスサークル 足寄新声会　少年の部

ナ　メア　フラ　オ　ヒナノ 足寄学吟会

とかち青空レディーの金谷美来さん

3,500人が来場
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歳　入

地方交付税

43億4,004万5千円

道支出金

10億8,369万6千円

町税

8億8,082万6千円

国庫支出金

5億4,315万4千円

諸収入

2億9,455万7千円

繰越金

2億1,492万5千円

町債

3,910万0千円

繰入金

3,511万4千円

その他

7億2,182万0千円

歳　出

農林水産業費

18億5,115万0千円

職員費

12億9,288万4千円

公債費

10億7,881万0千円

民生費

9億3,302万3千円

土木費

8億8,526万7千円

総務費

7億6,305万7千円

教育費

7億2,608万8千円

衛生費

7億0,519万7千円

その他

8億0,777万8千円

町 の 財 政 状 況（平成30年３月31日現在）

平成29年度予算の執行状況をお知らせします。

【地方交付税】　 国税（所得税、法人税、酒税、消費

税など）の一部から、町の財政状況

に応じて交付されるお金です。

【道支出金】　 町が行う事務・事業に対して、北海道

からくるお金です。

【町税】　皆さんが納めた税金です。

【国庫支出金】　 町の特定の事務・事業に対して国か

らくるお金です。

【諸収入】　預金利子、貸付元利収入など

【繰越金】　 前年度会計から当該年度会計へ持ち越し

たお金です。

【町債】　 多額の資金を必要とする事業を早く完了す

るため、国や銀行などから借り入れするお

金です。

【繰入金】　 特別会計や基金との間で相互に資金運用

し、一般会計に繰り入れされるお金です。

【農林水産業費】　 農業基盤整備や農林業振興

のための経費です。

【職員費】　 特別職・一般職の給与などの経費

です。

【公債費】　借入金の返済金、利子など

【民生費】　 幼児や高齢者、障がい者を援護す

るための経費です。

【土木費】　 道路改良、公営住宅の建設などの

経費です。

【総務費】　 庁舎の管理・運営、徴税・戸籍関

係事務などのための経費です。

【教育費】　 小・中学校の改修や生涯学習推進

などの経費です。

【衛生費】　 予防接種やごみを処理するための

経費です。

一般会計

企業会計の収支状況 特別会計の収支状況

歳入収入済額　８１億５, ３２３万７千円

執行率　７２．０％

歳出支出済額　９０億４,３２５万４千円

執行率　７９.９％

上水道事業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

予 算 額 1億6,687万6千円 1億0,373万3千円

収入済額 1億6,778万5千円 2,367万5千円

支出済額 1億3,802万1千円 1億0,374万4千円

病 院 事 業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

予 算 額 11億9,407万6千円 1億472万9千円

収入済額 10億3,744万9千円 7,298万9千円

支出済額 11億1,097万7千円 1億0,335万4千円

会 計 名 予 算 額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 11億3,419万5千円 9億4,551万0千円 9億9,349万6千円

簡 易 水 道 1億0,075万6千円 3,077万6千円 9,288万9千円

公共下水道事業 5億8,649万9千円 2億3,605万2千円 5億4,962万1千円

介 護 保 険 9億1,043万4千円 7億6,334万5千円 8億1,389万4千円

足寄都市計画足寄市街
地区土地区画整理事業

8,825万4千円 3,165万9千円 8,630万2千円

介護ｻｰ ﾋ ﾞ ｽ事業 3億0,659万6千円 1億7,536万7千円 2億8,962万8千円

後期高齢者医療 1億1,371万6千円 1億0,775万7千円 1億1,143万4千円

　会計年度は４月１日から３月31日までですが、出納整理期間が５月31日まであり、この間にもお金の

出し入れがあるため、この数値は決算額とは異なります。

アカエゾマツカミネッコン

　

５
月
27

日
、
町
緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
西
野
勲
会
長
）
主
催
の
「
足
寄
町
開
町
１

１
０
年
記
念　

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
づ

く
り
」
が
今
年
も
行
わ
れ
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
１
３
７
人
が
参
加
し
、
平
成
18

年
の

低
気
圧
で
風
倒
被
害
に
遭
っ
た
里
見
が
丘
の

町
有
林
に
町
木
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
５
０
０
本
、

ニ
ト
リ
ザ
ク
ラ
５
本
、
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
90

本

を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
ニ
ト
リ

北
海
道
応
援
基
金
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
10

年
目
の
植
樹
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
協
力
し
て
、
印
の
つ
い
た
箇
所

に
全
て
の
苗
を
約
１
時
間
か
け
て
丁
寧
に
植

え
て
い
ま
し
た
。

足寄町開町１１０年記念

町民
ボランティア
の森づくり



まちかどまちかどまちかど
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

5/105/8

4/24

訓練の成果を披露

　第89回メーデー足寄地区集会（足寄地区連

合主催）が行われ、町内の労働組合員やその

家族など約１２０人が参加しました。参加者

は「雇用対策の充実」などを訴えながら市街

地を行進しました。その後、町民センターで

集会が開かれ、参加者全員でメーデー宣言を

採択し、働く仲間の暮らしを守ることを誓い

ました。

スローガンを唱え行進
　足寄動物化石博物館（澤村寛館長）で、地

質の日（５月10日）を記念したイベント「石

はみがくと玉になる」が開催され、町内外か

ら親子連れなど６人が参加しました。

　参加者は十勝石などを、研磨剤を使い約１

時間をかけて表面をみがく作業を行いだんだ

んと輝いてゆく行程を楽しみました。

ぴかぴかに光るかな

交通ルールを守ろうね！ 町内の各小学校で交通安全教室が行われました。大きくなあれ！
　足寄小学校（根広至校長）３年生41人が

町農業協同組合青年部（濱下賢也部長）の部

員７人を講師に農業体験を行いました。児童

らは同部員から植え方を教わり、ジャガイモ

を手分けして泥だらけになりながら畑に植え

付けました。これから草取りなどの手入れを

行い、秋には収穫・調理をする予定です。

まちをきれいに
　足寄ライオン会（井脇昌美会長）と足寄高

等学校ボランティア部「コロポックル」が合

同で、町内のごみ拾い清掃活動を行いました。

この活動は地域奉仕活動の一環として毎年行

われ、この日は町民センターから利別川堤防

沿いと中島通りを２班に分かれて吸い殻や空

き缶などのごみ約１８０リットルを拾い集め

ました。

 足寄消防団（奥泉圀博団長）の連合演習が

役場駐車場横で行われ、団員１０１人、陸上

自衛隊足寄分屯地隊員８人、消防車両11台が

参加しました。団員らはきびきびとした動作

で演習に取り組み、日頃の訓練の成果を発揮

し、来賓や見学者に機械器具点検や小隊訓練、

放水訓練などを披露しました。

4/22

5/1

家族連れでにぎわう
　道立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄

（杉山良雄所長）で春のこどもフェスティバ

ルが行われ、町内外から親子連れなど約８６

０人が訪れました。工作づくりや縁日ひろば

などの体験コーナーのほか、雌阿寒太鼓演奏

やヒップホップダンスなど多彩な催しが披露

され、大勢の来場者でにぎわいました。

5/6

5/10

5/7

5/12

5/13

大誉地小学校 螺湾小学校

足寄小学校 芽登小学校
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開
催
し
ま
す

お

し

ら

せ

社
会
体
育
事
業

Vol.112

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日
　
６
月
13

日
㈬
　
14

日
㈭
　
15

日
㈮

　
　
　
　
　
　
20

日
㈬
　
21

日
㈭
　
全
５
回

時
　
間　

午
後
３
時
30

分
～
５
時

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

対
　
象　

小
学
1

年
生
～
６
年
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
旅

開
催
日
　
６
月
17

日
㈰

時
　
間　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
２
時

場
　
所　

浦
幌
町
周
辺

対
　
象　

18

歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館 
☎
25

－

３
１
９
１

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室

開
催
日
　
７
月
４
日
㈬
　
６
日
㈮
　
11

日
㈬

　
　
　
　
　
　
13

日
㈮
　
18

日
㈬
　
20

日
㈮

　
　
　
　
　
　
25

日
㈬
　
27

日
㈮
　
全
８
回

時
　
間　

午
後
７
時
～
８
時
30

分

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

内
　
容　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
・
水
中
ウ
オ
ー
キ

ン
グ

対
　
象　

18

歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
16

回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日
　
８
月
26

日
㈰

時
　
間　

午
前
８
時
30

分
〜

場
　
所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

内
　
容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
、
一
般
・

小
学
生
交
流
ゲ
ー
ム
ほ
か

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

「
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン
in

足
寄
町
」

開
催
日
　
６
月
22

日
㈮
～
24

日
㈰

場
　
所　

野
球
場
・
陸
上
競
技
場
・
総
合
体

育
館
ほ
か

内
　
容　

軟
式
野
球
交
流
試
合
・
野
球
教
室
、

森
本
稀
哲
さ
ん

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
ほ
か

そ
の
他　

今
月
号
の
広
報
あ
し
ょ
ろ
内
で
詳

し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 
☎
25

－

３
１
８
８

子
育
て
・
家
庭
教
育

学
校
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日
　
６
月
21

日
㈭
　
７
月
19

日
㈭

　
　
　
　
８
月
23

日
㈭
　
９
月
18

日
㈫

時
　
間　

午
前
10

時
10

分
～
11

時
50

分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日
　
６
月
26

日
㈫
　
７
月
24

日
㈫

　
　
　
　
８
月
21

日
㈫
　
９
月
11

日
㈫

時
　
間　

午
前
10

時
～
11

時
30

分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・
２

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日
　
７
月
25

日
㈬
・
26

日
㈭

時
　
間　

午
前
10

時
～
正
午

場
　
所　

ネ
イ
パ
ル
足
寄

対
　
象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
９

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
・
中

学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
お
よ
び

平
成
31

年
度
中
学
校
採
択
教
科
用
図
書
審
査

用
見
本
（
特
別
の
教
科
・
道
徳
）
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

目
　
的　

教
科
用
図
書
お
よ
び
採
択
教
科
用

図
書
を
公
開
し
、
教
科
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

期
　
間
　
６
月
15

日
㈮
～
28

日
㈭

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
　
細　

教
育
総
務
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

　

今
年
で
２
年
目
と
な
る
町
民
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
や
和
室
な
ど
の
改
修
工
事

と
と
も
に
、
11

月
18

日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

図
書
館
の
工
事
や
準
備
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
利
用
で
き
る
場
所
が
制

限
さ
れ
る
う
え
、
大
き
な
工
事
音
な
ど
が
出

る
こ
と
が
あ
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
は
、
10

月
い
っ
ぱ
い
か
か
る

見
込
み
で
、
そ
の
間
、
利
用
で
き
る
の
は
１

階
の
会
議
室
１
・
２
の
み
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
教
育
委
員
会
仮
事
務
室
の
ご
案
内

　

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
に
伴
い
、
教
育
委
員

会
事
務
室
の
工
事
を
行
う
た
め
、
７
月
１
日

か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
内
の
仮
の
事
務
室
で
執

務
を
行
い
ま
す
。
事
務
室
が
分
散
す
る
た
め

利
用
者
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
教
育
長
室
・
教
育
総
務
室
】

　

１
階
体
育
文
化
団
体
連
絡
室

【
生
涯
学
習
室
】

　

１
階
物
品
庫
（
正
面
玄
関
入
っ
て
右
横
）

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
６
月
は
ス
ポ
ー
ツ
月
間

　

町
体
育
協
会
（
宇
野
浩
会
長
）
で
は
、
６

月
を
ス
ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
大

会
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
も
仲
間

同
士
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

町
内
の
自
治
会
や
職
場
の
仲
間
と
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

総
合
体
育
館
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
野
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　

野
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
必
ず
総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

野
外
体
育
施
設

　

自
由
広
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
と
き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
（
と
き
わ
・
と
き
わ
東
・
里
見

ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
・
し
ら
か
ば
）

※
里
見
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
は
、
公
園
再
整
備
工

事
の
た
め
Ｂ
コ
ー
ス
の
み
開
放
し
ま
す
。

●
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
を
活
用
し
ま
し
た

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
は
、
冬
季
は
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
、
夏
季
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
長
年
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
照
明
設
備
等
の
劣
化
が
進
ん

だ
た
め
、
一
部
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
す
る

な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
照
明
が
明
る

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
の
練
習
が
よ

り
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、

夏
季
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
目
的
に
利
用
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
工
事
費
の
一
部
は
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
助
成
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１
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●
各
種
委
嘱
委
員

　

平
成
30
年
度
の
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社

会
教
育
関
係
の
み
）
お
よ
び
社
会
教
育
関
係

団
体
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。

教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社
会
教
育
関
係
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議

 

委 

員 

長　

小
松　

洋
一

 

副
委
員
長　

伊
藤　

貴
之

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
会
議

 

委
員
長　

沼
田　

信
二

 

副
委
員
長　

松
本　

憲
治

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

 

委
員
長　

宇
野　
　

浩

 

副
委
員
長　

細
野　

博
文

文
化
財
専
門
委
員
会

 

委
員
長　

澤
村　
　

寛

 

副
委
員
長　

齊
藤　
　

修

社
会
教
育
関
係
団
体
代
表

文
化
協
会
長 

細
野　

博
文

日
本
足
並
み
会
会
長 

髙
橋　

秀
樹

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 

美
濃　

正
彦

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

山
下　

侑
他

青
年
協
議
会
会
長 

山
口　

哲
平

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

村
上　

勇
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

 

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
会
長 

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長

 

阿
部　

智
一

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

足
寄
動
物
化
石
博
物
館
20

周
年
記
念

講
演
会
「
恐
竜
研
究
最
前
線
」

　

足
寄
動
物
化
石
博
物
館
の
開
館
20

周
年
と

足
寄
町
開
町
１
１
０
年
を
記
念
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
道
内
の
恐
竜
発
掘
で
活
躍
し
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
人
気
の
北
海
道
大
学
総
合

博
物
館
、
小
林
快
次
准
教
授
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

恐
竜
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
先
生
か

ら
、
恐
竜
に
関
す
る
お
話
の
ほ
か
、
小
学
生

と
の
対
話
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
５
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30

分

会
　
場　

あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

ホ
ー
ル

そ
の
他　

入
場
無
料

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集
し
ま
す

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳
　
細　

図
書
館
担
当 

☎
25

－

３
１
８
９

池
田
で
す
 

頑
張
っ
て
い
ま
す
 

　

４
月
１
日
付
で
町
の
任
期
付
職
員
と
し
て
、

元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
池
田

剛
基
主
査
が
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
に

配
置
さ
れ
毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
池
田
主
査
の
奮
闘
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
16
日
の
ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾

「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
塾
生
13

人
を

対
象
に
こ
れ
ま
で
の
経
歴
等
に
つ
い
て
の
講

話
を
行
う
と
と
も
に
、
一
緒
に
体
を
動
か
し

な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
伺
い
、
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 
☎
25

－

３
１
８
８

新
図
書
館
の
愛
称
を
募
集
！

　

11

月
18

日
の
足
寄
町
図
書
館
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
、
町
民
に
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
新
図
書
館
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

●
応
募
作
品

　

施
設
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
、
誰
も
が

わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
愛
称

　

（
自
作
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
）

●
応
募
資
格

　

足
寄
町
民
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

次
の
事
項
を
記
入
の
上
、
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　

①
愛
称
（
ふ
り
が
な
）
②
愛
称
の
意
味
や

理
由
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
性

別
⑥
郵
便
番
号
・
住
所
⑦
電
話
番
号
⑧
学

校
名
・
学
年
（
児
童
・
生
徒
の
場
合
）

●
応
募
先

　

町
教
育
委
員
会
図
書
館
担
当
宛
て

　

〒
０
８
９

－

３
７
１
１

　

足
寄
町
南
１
条
５
丁
目
３
番
地

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

４
３
０
３

●
締
め
切
り

　

７
月
６
日
㈮　

消
印
有
効

●
選
考
方
法
・
結
果

　

選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
８
月
に
最
優
秀

賞
等
を
発
表
し
ま
す
。

●
留
意
事
項

　

採
用
作
品
に
関
す
る
諸
権
利
は
足
寄
町
に

帰
属
し
ま
す
。
作
品
採
用
に
当
た
り
、
や

む
を
得
ず
補
作
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

図
書
館
担
当 

☎
25

－

３
１
８
９

読
み
聞
か
せ

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
６
月
23

日
㈯
　
７
月
28

日
㈯

　
　
　
　
８
月
25

日
㈯
　
９
月
22

日
㈯

時
　
間　

午
前
10

時
30

分
～
11

時

対
　
象　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

場
　
所　

図
書
室
分
室
（
児
童
館
内
）

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
７
月
４
日
㈬
　
８
月
１
日
㈬

　
　
　
　
９
月
５
日
㈬

時
　
間　

午
前
11

時
～
11

時
30

分

対
　
象　

乳
幼
児

場
　
所　

図
書
室
分
室
（
児
童
館
内
）

詳
　
細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
２
９
５

新
刊
図
書
の
貸
し
出
し

　

町
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
前
で
、
新
刊
図
書

の
展
示
・
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸

し
出
し
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会
事
務
室

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

未
返
却
図
書
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

お
手
元
に
返
し
忘
れ
て
い
る
図
書
室
の
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
返
却

願
い
ま
す
。
児
童
館
内
の
図
書
室
分
室
の
返

却
ポ
ス
ト
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

詳
　
細　

図
書
館
担
当 

☎
25

－

３
１
８
９
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広報あしょろ表紙ＱＲコード
平成28年度導入（消毒散布機10台）平成29年度導入（消防ポンプ自動車）

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を

始
め
ま
す
！

衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
割
合

が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
事
故
の
原
因

は
加
齢
に
よ
る
運
転
能
力
の
低
下
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

運
転
時
に
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
・
ハ
ッ
ト
し

た
と
い
う
事
が
増
え
て
き
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
身
体
機
能
、
判
断
能
力
の
低
下
に
よ

り
運
転
に
不
安
が
あ
る
方
、
家
族
か
ら
運
転

を
控
え
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
方
な
ど
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

　

町
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
、

運
転
経
歴
証
明
書
を
取
得
し
た
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
交
付
手
数
料
１
１
０
０
円
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
者

：

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

　

①
足
寄
町
民
の
方

　

②
65
歳
以
上
の
方

　

③
平
成
30

年
４
月
１
日
以
降
に
運
転
経
歴

証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
方

必
要
書
類

　

・
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

　

・
運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し

■
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

運
転
免
許
証
を
有
効
期
限
内
に
自
主
返
納

（
申
請
に
よ
る
取
り
消
し
）
す
る
と
、
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
転
経
歴
証
明
書

　

①
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
生
涯
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

②
申
請
で
き
る
期
間
は
、
運
転
免
許
証
の

返
納
後
５
年
以
内
で
交
付
手
数
料
と
し

て
１
１
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

③
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
変
更
事
項
は
備

考
欄
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

④
紛
失
や
破
損
し
た
と
き
に
は
再
交
付
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

◯
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金

 

（
民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
）

　

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
く
民
生

安
定
施
設
の
助
成
事
業
は
、
防
衛
施
設
の
設

置
ま
た
は
運
用
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
の

住
民
の
生
活
等
が
阻
害
さ
れ
る
と
求
め
ら
れ

る
場
合
、
そ
の
障
害
の
緩
和
に
役
立
て
る
た

め
に
地
方
公
共
団
体
に
対
し
行
わ
れ
ま
す
。

◯
平
成
31
年
度
事
業
要
望

　

防
衛
施
設
周
辺
整

備
事
業
に
よ
り
足
寄

弾
薬
支
処
周
辺
地
域

の
対
象
地
区
生
産
者

の
安
定
的
な
所
得
を

確
保
す
る
た
め
の
農

業
用
機
械
、
救
急
活

動
の
充
実
・
強
化
を

図
る
た
め
の
高
規
格
救
急
自
動
車
の
現
有
設

備
の
更
新
を
目
的
と
し
て
本
年
４
月
に
足
寄

弾
薬
支
処
、
帯
広
駐
屯
地
、
帯
広
防
衛
支
局
、

北
海
道
防
衛
局
に
事
業
要
望
に
伺
い
ま
し
た
。

◯
補
助
金
活
用
事
例

◯
平
成
30

年
度
導
入
予
定

　

・
小
麦
コ
ン
バ
イ
ン

町の最新情報はホームページから
町では町内外の皆さんに暮らしに役立つ情報やイベント情報を、町のホームページでわ

かりやすくお知らせしています。パソコンやスマートフォンなどから、町のホームペー

ジにアクセスしてみましょう。

　町ホームページにしか

掲載していない情報等も

ありますので、定期的に

確認しましょう。

※ホームページに掲載し

ている内容については、

各担当にお問い合わせく

ださい。

　アクセスの多いカテゴリはホームページ

のトップにあります。

　　　　　足寄町について・観光

　　　　　しごと・防災・子育て

●主なコンテンツ

あしょろルポ…町の出来事を随時更新。広

報よりも早く、情報を提供します。

広報あしょろ…毎月第２金曜日に最新号を

更新。全ページカラーで読むことができます。

くらしのカレンダー…毎月第４金曜日に最

新号に更新。外出先でもカレンダーを確認

できます。

ゴミの分別・収集日…収集日や分別方法、

リサイクル家電の処分方法などが確認でき

ます。

防災無線WEB…防災無線で放送されている

情報を見ることができます。

お知らせ（足寄町・町議会・国保病院・教

育委員会）…お知らせを確認できます。

子育て支援…町の子育てに関する支援内容

や施設、相談先の情報を確認できます。

足寄町の求人情報…町内での求人情報が確

認できます。

こんな時には…生活の節目に合わせた必要

な情報がまとめて確認できます。

　今月号から広報あしょろの表紙にＱＲコードが貼り

付けられました。スマートフォンなどでＱＲコードを

読み取り、町ホームページを閲覧してみましょう！

町ホームページは http://www.town.ashoro.hokkaido.jpまたは「足寄町役場」で検索
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平成30年度～平成32年度の本町の介護保険料
　65歳以上の方の介護保険料は３年おきに見直され、今後３年間に必要な介護サービスの総額から負担分（23

％）を算出し、その方の世帯の所得や課税状況に応じて決められます。

※平成31年は改元年ですが、新元号が未発表のため本記事では同年以降も平成と表記しています。

介護保険料の納め方
　７月に今年度の介護保険料に関する通知が送付されます。納め方は受給している年金の額によって異なり、

納付書により納める方は期限（原則毎月25日）までに納付してください。

・年金が年額18万円未満の場合

　≪普通徴収≫納付書や口座振替により納めます。

・年金が年額18万円以上の場合

　≪特別徴収≫年金からの天引きとなります。ただし、年度途中で65歳になる方は、天引きが始まるまで普

通徴収となります。

滞納が続くと
　滞納すると、本来介護サービス利用時の自己負担が費用の１割または２割のところ、３割負担または一時

的に全額（10割）を負担しなければならなくなる場合があります。災害などの特別な事情で一時的に介護保

険料を支払えない場合は、保険料の減免や徴収猶予を受けられる場合がありますので、支払いが困難な場合

にはご相談ください。

相談や悩みにお応えします
　利用しているサービス内容について苦情・相談がある場合は、サ

ービス事業者や介護保険施設に直接問い合わせをすることができる

ほか、ケアプラン、介護予防ケアプランを作成したケアマネジャー

にも問い合わせをすることができます。これらの相談でも依然とし

て改善が見られない場合には、役場福祉課介護保険担当にご相談く

ださい。

詳　細　役場福祉課介護保険担当　　☎２５－２１４１内線１３８・１３７

所得段階 対　　象　　者 計算方法 保険料年額

第１段階
町
民
税
非
課
税
世
帯

●生活保護受給者の方

●老齢福祉年金受給者の方

●合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方

基準額×0.45 31,100円

第２段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円以下の方 基準額×0.63 43,500円

第３段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円超の方 基準額×0.75 51,800円

第４段階

町
民
税
課
税
世
帯

本
人
非
課
税

●合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方 基準額×0.83 57,300円

第５段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円超の方 基準額 69,000円

第６段階

本
人
課
税

●合計所得金額が120万円未満の方 基準額×1.2 82,800円

第７段階 ●合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.3 89,700円

第８段階 ●合計所得金額が300万円未満の方 基準額×1.5 103,500円

第９段階 ●合計所得金額が300万円以上の方 基準額×1.7 117,300円

～高齢者の心に寄り添いながら活動をしています～

足寄町高齢者保健福祉サービスモニター

高齢者保健福祉サービスモニターってどんな人？

　高齢者保健福祉サービスモニター制度は、介護保険サービスや高齢

者福祉サービスを利用している方が感じた不満や要望をお聞きし、サ

ービス向上のため関係機関に伝えることを目的として、平成16年度

に始まりました。

　現在はサービス利用者だけでなく、依頼を受けた町内の高齢者宅や

施設を訪問し、世間話をしながら気軽に相談できる関係を作り、お聞

きした困りごと、心配ごとなどを、必要に応じて役場などの関係機関

につなげる役割を担っています。

●見守り

　ご自宅への訪問は、高齢者の方への見守りも兼ねています。モニターが「いつもと様子が違う」などの

異変に気付いたときは、すぐに役場へ連絡が入ります。定期的に訪問するモニターだからこそ、異変にも

気づくことができます。

●話し相手

　何気ない世間話を通じて、家に閉じこもりがちな方の気分転換や、認知症予防を図ります。また施設へ

訪問の際は入所者の方々に楽しんでもらうため、世間話のほかに一緒に歌を歌ったりすることもあります。

●悩みや困りごとの「橋渡し役」

　日常生活における心配ごとや困りごとなどを、必要に応じて関係機関につなげる橋渡し役となります。

モニターからの情報をもとに、その人にどのような支援が必要かを関係機関で話し合い、困りごとの解消

につなげます。

●研修への参加

　高齢者の方と円滑なコミュニケーションを図ったり、心配ごとや要望などをしっかりと聞き取れるよう

に、「傾聴セミナー」などの研修会に参加しています。

詳　細 役場福祉課高齢者福祉担当　　☎２５－２１４１内線１３６

高齢者保健福祉サービスモニターは

具体的にどんな活動をしているの？

　高齢者保健福祉サービスモニターの訪問先を随時募集しています。

「誰かに話し相手になってもらいたい」「心配ごとや困りごとを相談する相手がほしい」「離れて

住んでいる家族を定期的に訪問してほしい」などと考えている方は、下記までご相談ください。

　高齢者保健福祉サービスモニターには守秘義務があります。訪問先でモニターが聞いたこと、

知ったこと、その他の個人情報は、必要に応じて関係機関で共有させてもらいますが、それ以

外の人に知られることはありません。

【高齢者保健福祉サービスモニターの訪問先を募集しています】

！

　介護保険に関すること以外

でも、高齢者の皆さんにお困

りのことがある場合は気軽に

ご相談ください。

相談先

役場福祉課

地域包括支援センター

☎２５－９２００

65歳以上の方の介護保険料のお知らせ
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「
食
育
月
間
」
と

 

「
食
育
の
日
」

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

平
成
18
年
、
国
の
食
育
推
進
会
議
で
決
定

し
た
「
食
育
基
本
計
画
」
で
は
、
食
育
推
進

運
動
を
効
果
的
に
す
す
め
て
い
く
た
め
、
毎

年
６
月
を
「
食
育
月
間
」
毎
月
19
日
を
「
食

育
の
日
」
と
定
め
、
全
国
で
食
育
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
19
日
「
食
育
の
日
」
は
、
家
族
、
自

分
の
た
め
に
食
生
活
を
見
直
す
日
に
し
ま
し

ょ
う
。

「
足
寄
町
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定

　

本
町
で
は
、
食
を
通
し
て
健
康
寿
命
を
延

伸
す
る
た
め
に
は
、
特
に
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
、
歯
科

口
腔
保
健
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
食
育
基

本
法
第
18

条
に
基
づ
き
、
『
足
寄
町
食
育
推

進
計
画
』
を
『
足
寄
町
健
康
づ
く
り
計
画
』

に
位
置
付
け
、
別
冊
と
し
て
本
年
３
月
に
策

定
し
ま
し
た
。

本
町
の
現
状

　

本
町
は
北
海
道
全
体
と
比
較
す
る
と
、
喫

煙
率
、
夕
食
後
の
間
食
、
早
食
い
、
運
動
習 

慣
が
な
い
方
の
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
と
関
連
性
の
高
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
割
合
も
高
く
、
結
果
と
し

て
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
割
合
が
高
い
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
平
成
28

年
度
国
保
特
定
健
康
診
査
質
問
票
よ
り
）
。

　

ま
た
、
平
成
28

年
度
の
国
保
レ
セ
プ
ト
分

析
か
ら
本
町
の
生
活
習
慣
病
治
療
者
で
、
心

疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
性
腎
症
８
６

８
人
の
基
礎
疾
患
と
し
て
高
血
圧
や
糖
尿
病

を
も
っ
て
い
る
人
の
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

高
血
圧
、
糖
尿
病
は
食
事
と
も
関
連
が
あ

る
疾
病
で
も
あ
り
ま
す
が
、
長
年
の
食
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

現
状
か
ら
み
る
課
題
と
対
策

１　

現
状
と
課
題

①
朝
食
が
主
食
の
み
と
い
う
方
が
多
く
、
た

ん
ぱ
く
質
や
野
菜
が
不
足
。

②
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
事
が
多
く
、
糖
分
を
過

剰
に
摂
取
。

③
野
菜
の
摂
取
不
足
。

④
牛
乳
・
乳
製
品
の
摂
取
が
不
足
し
て
お
り
、

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
不
足
。

（
特
定
健
診
結
果
説
明
時
食
事
記
録
、
子
ど

も
の
食
生
活
状
況
調
査
結
果
か
ら
）

２　

対
策

①
欠
食
だ
け
で
な
く
、
朝
食
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
、
親
子
で
実
践
す
る
。

②
ジ
ュ
ー
ス
等
の
甘
味
飲
料
に
含
ま
れ
て
い

る
砂
糖
量
を
確
認
し
、
１
日
に
摂
取
す
る

砂
糖
を
適
量
に
す
る
。

③
１
日
に
必
要
な
野
菜
を
摂
取
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
野
菜
を
取
り
入
れ
る
。

④
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
、
吸
収
率
が
最
も
よ

い
牛
乳
・
乳
製
品
を
１
日
１
回
は
摂
取
す
る
。

　

必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
量
を
満
た
す
た
め
に

は
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
は
１
日
４
０
０

㎖
、
成
人
・
高
齢
者
は
２
０
０
㎖
を
目
安
と

し
、
そ
の
他
緑
黄
色
野
菜
、
豆
類
等
と
合
わ

せ
て
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

「
足
寄
町
食
育
推
進
計
画
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

～
「
食
」
で
つ
な
が
る
い
き
い
き
人ラ

イ

フ生

 
広
げ
よ
う
食
育
の
輪
～

　

本
町
の
食
に
関
す
る
課
題
を
改
善
す
る
た

め
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
食
育
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

食
育
推
進
計
画
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

■国民健康保険税の軽減拡充と賦課限度額の引き上げについて

　国が定める所得基準を下回る世帯については、国民健康保険税の均等割額と平等割額が７割・５割・２割

軽減されています。このうち、５割軽減および２割軽減の基準額が本年度から変更となり、軽減対象となる

所得基準が拡充されます。

　また、国民健康保険税の医療分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の合計賦課限度額は、現行の89万円

から93万円になります。

【軽減の拡充】

【賦課限度額（年間）】

■国民健康保険高齢受給者証の更新について

　国民健康保険に加入している70歳から74歳までの方に、現在交付している「国民健康保険高齢受給者証」

は７月31日をもって有効期限が満了となります。

　８月１日から使用できる新しい受給者証は７月末までに各家庭に郵送しますので、新しい受給者証が届き

ましたら、必ず住所、氏名、生年月日等の記載内容を確認してください。

（注）住民税の課税標準額が１４５万円以上の国保に加入している70歳以上の方を「現役並み所得者」

といい、窓口負担が３割となります。

　　　ただし、総収入額が基準収入額に当てはまる方は、申請により１割または２割になります。

詳　細 役場住民課保険担当　☎２５－２１４１内線２１５～２１８

国民健康保険に関するお知らせ

軽減判定所得

これまで 平成30年度

７ 割 軽 減 33万円以下 33万円以下

５ 割 軽 減 33万円＋（27万円×被保険者数） 33万円＋（27万５千円×被保険者数）

２ 割 軽 減 33万円＋（49万円×被保険者数） 33万円＋（50万円×被保険者数）

これまで 平成30年度

医療保険分 54万円 58万円

後期高齢者
支 援 金 分 19万円 19万円

介護保険分 16万円 16万円

合 　 計 89万円 93万円

負担割合判定の基準
窓口負担の割合

生年月日 住民税の課税標準額

昭和19年４月１日までに生まれた方
145万円未満 １割

145万円以上（注） ３割

昭和19年４月２日以降に生まれた方
145万円未満 ２割

145万円以上（注） ３割

あ　

朝
ご
は
ん
、

お
か
ず
も
食
べ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

し　

し
っ
か
り
と
ろ
う
！
牛
乳
・
乳
製
品

よ　

よ
く
噛
ん
で
、
お
い
し
く
食
べ
よ
う
、

野
菜
も
た
っ
ぷ
り

ろ　

ロ
ス
を
な
く
し
て
「
ど
さ
ん
こ
愛
」
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第
67
回

季
節
の
変
わ
り
目
に
多
い
肌
ト
ラ
ブ
ル

 

～
正
し
い
紫
外
線
対
策
を
し
よ
う
～

　

屋
外
で
の
活
動
が
増
え
、
化
粧
品
に
よ
る

肌
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
普
段
使
っ
て
い
る
化
粧
品
が
急
に
肌

に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
赤
く
腫
れ
た

り
湿
疹
が
で
き
た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

肌
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
化
粧
品
の
保
管
状

態
が
悪
か
っ
た
た
め
に
雑
菌
が
繁
殖
し
て
い

た
り
、
体
質
が
変
化
し
た
り
と
、
そ
の
原
因

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

紫
外
線
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
正
し
い
紫
外
線
対
策
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

Ｑ

：

「
紫
外
線
」
っ
て
何
で
す
か
。

Ａ

：

紫
外
線
と
は
、
地
球
に
降
り
注
ぐ
太
陽

光
線
の
一
種
で
す
。
波
長
の
長
さ
に
よ
っ
て
、

Ｕ
Ｖ

－

Ａ
、
Ｕ
Ｖ

－

Ｂ
、
Ｕ
Ｖ

－

Ｃ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｕ
Ｖ

－

Ｂ
と
Ｕ
Ｖ

－

Ｃ
の
ほ
と
ん
ど
は
オ
ゾ
ン
層
な
ど
の
大
気
層

が
防
い
で
く
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｕ
Ｖ

－

Ａ
と

Ｕ
Ｖ

－

Ｂ
の
一
部
は
地
上
に
届
く
の
で
、
季

節
を
問
わ
ず
、
常
に
浴
び
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
曇
り
の
日
も
晴
れ
の
日
の
半
分
以

上
の
紫
外
線
を
浴
び
て
い
ま
す
の
で
「
今
日

は
天
気
が
悪
い
か
ら
、
日
焼
け
止
め
は
塗
ら

な
く
て
も
大
丈
夫
」「
短
時
間
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
考
え
る
の
は
禁
物
で
す
。
紫
外
線
は
日
焼

け
や
シ
ミ
の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
炎

症
を
引
き
起
こ
し
た
り
肌
の
老
化
を
加
速
さ

せ
た
り
す
る
の
で
屋
内
（
特
に
ベ
ラ
ン
ダ
や

窓
際
）
に
い
る
場
合
も
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ

：

化
粧
品
に
書
か
れ
て
い
る
Ｓ
Ｐ
Ｆ
と
Ｐ

Ａ
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ

：

Ｓ
Ｐ
Ｆ
は
Ｕ
Ｖ

－

Ｂ
を
防
ぐ
効
果
を
表

す
数
値
で
す
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
肌

が
赤
く
炎
症
を
起
こ
す
の
を
防
ぐ
効
果
が
高

い
と
い
え
ま
す
。
Ｐ
Ａ
は
Ｕ
Ｖ

－

Ａ
を
防
ぐ

効
果
を
表
す
目
安
で
す
。「
＋
」
が
多
い
ほ
ど
、

肌
の
黒
化
や
、
弾
力
を
守
り
ま
す
。
Ｐ
Ａ
は

現
在
４
段
階
に
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
化
粧
品
の
豆
知
識
】

　

化
粧
品
は
「
化
粧
品
」
と
「
薬
用
化
粧
品
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
「
化
粧
品
」
は
保
湿
や

清
浄
な
ど
の
効
果
を
持
つ
も
の
で
、
全
て
の

化
粧
品
に
配
合
が
禁
止
さ
れ
る
成
分
と
、
化

粧
品
の
種
類
・
目
的
に
よ
っ
て
配
合
量
や
成

分
が
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
反

し
な
い
限
り
メ
ー
カ
ー
は
配
合
す
る
成
分
を

自
由
に
選
べ
、
全
成
分
は
配
合
量
の
多
い
順

に
容
器
や
説
明
書
な
ど
へ
表
示
す
る
よ
う
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
薬
用
化
粧
品
」
は
「
乾
燥
に
よ
る
小
ジ

ワ
を
目
立
た
な
く
す
る
」
「
日
焼
け
に
よ
る

シ
ミ
を
防
止
す
る
」
な
ど
特
定
の
予
防
効
果

を
も
た
ら
す
有
効
成
分
が
配
合
さ
れ
た
も
の

を
い
い
、
医
薬
部
外
品
と
し
て
国
か
ら
承
認

を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
購
入
の
際
は
、
成
分
表
を
確
認
し
ま
し
ょ

　

う
。

・
使
用
前
に
は
腕
な
ど
で
事
前
に
「
腫
れ
」

や
「
か
ゆ
み
」
が
な
い
か
反
応
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・
紫
外
線
に
敏
感
な
方
や
、
日
焼
け
し
や
す

い
部
位
、
汗
を
か
い
た
後
な
ど
は
、
２
～

３
時
間
お
き
に
つ
け
直
し
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

・
日
焼
け
止
め
化
粧
品
だ
け
で
な
く
、
日
傘

や
帽
子
な
ど
を
利
用
し
て
強
い
紫
外
線
か

ら
肌
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
後
は
き
ち
ん
と
落
と
し
て
ケ
ア
し
ま

し
ょ
う
。

・
開
封
し
て
日
数
が
経
っ
た
日
焼
け
止
め
化

粧
品
は
ま
る
べ
く
使
用
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
特
に
初
め
て
使
う
化
粧
品
は
、
セ
ッ
ト
な

ど
で
大
量
に
購
入
せ
ず
、
サ
ン
プ
ル
や
ト

ラ
イ
ア
ル
セ
ッ
ト
で
お
試
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

化
粧
品
（
白
髪
染
め
な
ど
も
含
む
）
で
異

常
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や

め
、
商
品
を
持
参
し
て
皮
膚
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
診
断
結
果
に
よ
っ
て
は
、
被
害
の

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
や
消
費
生
活

相
談
所
ま
で
情
報
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
夏
を
迎

え
暑
い
日
が
続
き

ま
す
。
今
回
は
、

熱
中
症
と
そ
の
予

防
策
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

主
に
、
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て

熱
中
症
が
発
生
し

ま
す
。

　

熱
中
症
は
ご
存
じ
の
と
お
り
気
温
が
上
昇

し
、
具
合
が
悪
く
な
る
状
態
で
す
が
、
日
射

病
や
熱
射
病
、
熱
け
い
れ
ん
な
ど
、
熱
に
中

る
（
あ
た
る
）
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
暑
熱
障
害
の
総
称
が
熱
中
症
で
す
。

●
熱
中
症
の
判
断

（
軽　

症
）
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉

痛
、
大
量
の
発
汗

（
中
等
症
）
頭
痛
、
吐
き
気
、
倦
怠
感

（
重　

症
）
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
、
高
体

温
、
汗
が
止
ま
る

　

症
状
は
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
多
様
で
す
が

「
具
合
が
悪
い
」
な
ど
の
本
人
の
訴
え
や
「
顔

色
が
悪
い
」
な
ど
の
普
段
と
は
違
う
様
子
（
症

状
）
を
見
つ
け
た
場
合
は
要
注
意
で
す
。

　

予
防
し
て
い
て
も
症
状
が
出
て
し
ま
っ
た

と
き
は
、
体
温
を
下
げ
水
分
と
塩
分
の
補
給

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
の
場
合
は
直
射
日
光
を
避
け
、
木
陰

や
涼
し
い
場
所
に
移
動
さ
せ
衣
服
を
ゆ
る
め

ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
う
と
と
も
に
、

氷
の
う
や
冷
却
パ
ッ
ク
な
ど
で
、
脇
や
そ
径

部
、
首
な
ど
の
動
脈
が
体
表
面
近
く
を
通
っ

て
い
る
場
所
を
冷
却
し
ま
す
。

　

水
分
補
給
を
行
う
際
は
、
市
販
の
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口
補
水
液
な
ど
が
有
効
で

す
。
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
で
、

吸
収
率
が
良
く
な
り
ま
す
。
一
回
の
摂
取
量

は
２
０
０
㏄
程
度
が
目
安
で
、
そ
れ
以
上
飲

ん
で
も
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

一
日
に
１
．
５
～
２
Ｌ
必
要
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
ま
と
め

　

熱
中
症
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
起
こ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

野
外
活
動
で
の
適
度
な
休
憩
や
日
常
生
活

で
の
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
、
今
一
度
家

族
で
生
活
を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

足
寄
消
防
署 

☎
25

－

２
６
１
９

消防通信　第29号

前　略

足寄消防署より

【
熱
中
症
に

 

ご
注
意
】

年
間
出
動
件
数 

（
５
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

163
件
（
８
件
減
）

火
災
出
動 

７
件
（
５
件
増
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

大
い
な
る
宙そ

ら

一
点
の
初
ひ
ば
り 
山
岸
　
清
子

春
め
く
や
髪
刈
り
上
げ
て
担
当
医 
小
山
　
博
子

そ
の
中
の
白
の
映
え
た
る
シ
ク
ラ
メ
ン 
坂
本
　
夢
乃

浮
雲
の
春
風
に
乗
り
何
処
ゆ
く 
湯
浅
　
保
子

春
風
に
髪
を
な
び
か
せ
女
学
生 

吉
田
　
哲
子

日
ご
と
増
す
珍
し
き
鳥
山
笑
ふ 

高
橋
と
し
子

春
風
や
追
わ
る
る
雲
と
追
う
雲
と 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 
足
寄
凍
土
吟
社

俳 
句

町民文芸
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お
知
ら
せ

銀
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

搬
入
を
一
時
中
止
し
ま
す

　

２
年
に
一
度
の
計
量
器
定
期
検
査
の
た
め
、

銀
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬
入

を
次
の
日
程
で
一
時
中
止
し
ま
す
。

中
止
期
間　

６
月
30

日
㈯
正
午
～
７
月
１
日

㈰詳
細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
３

ご
存
じ
で
す
か
「
国
民
年
金
基
金
」

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受
け
取
る
国

民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
て
、

よ
り
豊
か
な
老
後
を
保
障
す
る
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。
国
民
年
金
基
金
制
度
に
は
、
税

制
上
の
優
遇
処
置
が
あ
り
ま
す
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ

れ
て
い
る
方
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細　

北
海
道
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０

－

65

－

４
１
９
２

母
子
健
康
手
帳
交
付
方
法
に
つ
い
て

　

妊
娠
届
け
出
時
に
は
妊
婦
本
人
の
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
提
示
お
よ
び
身
元

確
認
が
必
要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
代
理
人
の
方
が
届
け
出
す
る
場
合
は
、

妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
の
提
示
、
代
理
人
の

身
元
確
認
、
委
任
状
の
提
出
が
必
要
で
す
。

時
間　

午
前
８
時
35

分
～
午
後
５
時
５
分

必
要
書
類　

①
番
号
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個

人
番
号
カ
ー
ド　

②
身
元
確
認
証
（
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

交
付
場
所　

役
場
１
階
福
祉
課

そ
の
他　

事
前
に
連
絡
が
必
要
で
す
。
発
行

に
は
45

～
60
分
か
か
り
ま
す
。

詳
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎
25

－

２
５
７
１

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
帯
広
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団
に
よ
り
、

訴
訟
に
つ
い
て
の
無
料
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
時　

６
月
23

日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時

30

分
場
所　

と
か
ち
プ
ラ
ザ　

会
議
室
３
０
４

（
帯
広
市
西
４
条
南
13

丁
目
）

詳
細　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団

☎
０
５
０

－

３
７
８
６

－

１
５
７
０

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
前
に
確
認
を

　

農
地
や
農
業
振
興
地
域
農
用
地
に
は
原
則

と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
設
置
で
き
ま
せ

ん
。
農
地
と
し
て
使
用
し
て
い
な
く
て
も
農

用
地
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
町

有
地
・
国
有
地
に
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
撤
去
や
移
設
に
は
多

大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
設
置

前
に
相
談
・
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　

農
業
委
員
会
☎
25

－

２
１
４
１
内
線

２
８
３
ま
た
は
役
場
経
済
課
農
政
担
当
内
線

２
６
０

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

①
花
輪
線
整
備
工
事
の
た
め
次
の
通
り
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
。
工
事
作
業
中
は
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。

工
事
箇
所　

芽
登

工
事
期
間　

平
成
31

年
１
月
18

日
㈮
ま
で

詳
細　

役
場
建
設
課
土
木
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
６
２

②
北
２
条
通
路
面
復
旧
工
事
の
た
め
次
の
通

り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
が
、
区
間
内
居
住
者

の
た
め
の
交
通
は
確
保
し
ま
す
。

工
事
箇
所　

北
２
条
通

工
事
期
間　

６
月
上
旬
～
８
月
27

日
㈪

詳
細　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
５
７

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者

証
な
ど
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

医
療
受
給
者
証
の
有
効
期
間
が
本
年
９
月

30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
更
新
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
が
必
要
な
も
の　

①
特
定
医
療
費
（
指

定
難
病
）
受
給
者
証

：

白
色　

②
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証

：

藤
色　

③
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
進
行
防
止
対
策
・
橋
本
病
重
症
患
者
対
策

医
療
受
給
者
証

：
緑
色　

④
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
（
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
）
医
療
受
給

者
証

：
水
色
※
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
治
療
者
の
み

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
～
９
月
28

日
㈮

申
請
先
・
詳
細　

帯
広
保
健
所
健
康
推
進
課

保
健
係
☎
０
１
５
５

－

２
７

－

８
６
３
７

不
法
無
線
局
か
ら
暮
ら
し
を
守
ろ
う

　

免
許
が
な
い
不
法
無
線
局
は
、
携
帯
電
話

や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
障
害
を
起
こ
し
た
り
、

警
察
、
消
防
、
救
急
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
、

重
要
な
無
線
通
信
を
妨
害
し
ま
す
。
総
務
省

北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、
電
波
監
視
を
実

施
し
、
適
正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
。

詳
細　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１

－

７
３
７

－

０
０
９
９

学
院
見
学
会

　

帯
広
高
等
看
護
学
院
で
は
、
看
護
師
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
高
校
生
以
上
の
方
を
対
象

に
、
学
院
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
９
日
㈭
午
前
の
部

：

10

時
～
11

時
30

分　

午
後
の
部

：

１
時
～
２
時
30

分

内
容　

学
院
内
見
学
、
赤
ち
ゃ
ん
人
形
の
抱

っ
こ
や
血
圧
測
定
・
手
洗
い
な
ど
の
体
験
学

習
な
ど
※
上
履
き
持
参

申
込
方
法　

次
の
必
要
事
項
を
添
え
て
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
【
①

氏
名　

②
性
別　

③
学
校
名　

④
学
年
ま
た

は
年
齢　

⑤
希
望
の
部
】

申
込
期
間　

７
月
24

日
㈫
午
前
９
時
～
30

日

㈪
午
後
５
時

詳
細　

帯
広
高
等
看
護
学
院

☎
０
１
５
５

－

47

－

８
８
８
１

Ⓜo
b
ik
a
n
@
m
2
.o
c
tv
.n
e
.jp

北
海
道
帯
広
盲
学
校
見
学
会

日
時　

７
月
28

日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
12

時

15

分
内
容　

①
体
験
グ
ル
ー
プ
（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、

点
字
名
刺
、
歩
行
体
験
）
※
上
靴
持
参　

②

見
学
グ
ル
ー
プ
（
校
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）　

③
校
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

申
込
期
限　

７
月
13

日
㈮
ま
で

詳
細　

北
海
道
帯
広
盲
学
校

☎
０
１
５
５

－

37

－
２
０
２
８

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

募
集
資
格　

18

歳
以
上
27

歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け

試
験
日　

６
月
試
験

：

６
月
17

日
㈰　

７
月

試
験

：

７
月
17

日
㈫
～
20

日
㈮　

※
予
定

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗh
ttp

://w
w
w
.m

o
d
.g
o
.jp

/p
c
o
/o
b
ih
iro

/

本別町から陸別町から

資料館企画展

「７月１５日本別空襲を伝える

～つなごう平和への願い～」

「銀河の森天文台」

～プラネタリウム上映情報～

　本別空襲の企画展が今年、20回目を迎えます。

この節目にあたり、今までの取り組みを振り返

り、空襲被害から立ち上がった町のあゆみとと

もに、平和の大切さを未来へ伝えます。どうぞ

ご来館ください。

期　間　７月１日㈰～８月31日㈮

開館時間　火～金　午前９時～午後４時

　　　　　土・日　午前９時～午後３時

　　　　　（月曜、祝日休館）

場　所　本別町歴史民俗資料館

　　　　（本別町北２丁目）

入館料　無料

詳　細　本別町歴史民俗資料館

　　　　☎２２－２１４１内線４１０

　　　　または図書館☎２２－５１１２

　６月の銀河の森天文台は、毎週土曜・日曜限

定でプラネタリウムを上映します。望遠鏡によ

る星空観察と併せてぜひご覧ください。皆さん

のご来場をお待ちしています。

番組名　宇宙～その大きさを感じてみよう～

上映時間　１回目午後３時、２回目午後５時、

　　　　　３回目午後８時（各回約30分）

定　員　１回あたり20名（当日先着順）

開館時間　午後２時～10時30分

　　　　　（月曜、火曜休館）

入館料　昼：大人３００円　小・中学生２００円

　　　　夜：大人５００円　小・中学生３００円

　　　　※小学生未満は無料

　　　　※お得なパスポート

　　　　大人１，０００円　小・中学生６００円

　　　　（発行日より１年有効）

木星 ･土星観望会

日　時　６月20日㈬～７月１日㈰

　　　　午後２時～10時30分

説明会　午後７時30分～（土曜、日曜のみ）

詳　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

募　

集

国道２４２号

国
道
２
４
１
号
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☆夏が近づいてきました。日差しも

強くなり、気温も高くなってきま

した。

　　取材で屋外に長時間活動するこ

とが多くなり、だいぶ顔が黒くな

りました。日焼け止め使用などの

紫外線対策や熱中症予防のために

給水をこまめに行わなければと感

じています。

☆地域での取り組みや四季折々の行

事、頑張っている人の紹介などし

てみませんか。「こんな催しで地

域を盛り上げています」「家の畑

で変わった形の野菜が採れた」な

ど、あなたのまちの様子を広報広

聴担当にお知らせください。情報

お待ちしています。

新津　月
る

蘭
か

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年６月27日生まれ）

　体を動かすのが大好きで、音

楽に合わせて踊っています。家

族を楽しませてくれて、笑顔に

させてくれる月蘭。笑顔いっぱ

いで優しい子に育ってね。

 秀樹・恵さんの子

 （南５条４丁目）

　５月27日㈰に行われた「足寄町開町１１０

年記念　第37回足寄ふるさと花まつり」での

スナップです。 （⇒４〜５ページ）　

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

人　口　　６，９８２　人　（±０)

　男　　　３，３９４　人　（－１)

　女　　　３，５８８　人　（＋１)

世　帯　　３，５４７世帯（±０)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

辷辻　明
あか

里
り

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年７月17日生まれ）

　外遊びが好きで公園を見つけ

ると大喜び。家ではお手伝いを

して、小さなママとして頑張っ

ているね。明里がいると周りが

明るくなるよ。毎日幸せをあり

がとう！ 泰平・あゆみさんの子

 （南１条３丁目）
安藤　顕

けん

真
しん

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年６月３日生まれ）

　お寺の鐘のゴーンという音が

大好きで、いつも合掌しながら

ゴーンと言って皆さんにご紹介

しています。これからたくさん

のお友達に会えるのを楽しみに

しています。 格・千波さんの子

 （西町４丁目）


